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高知目高村の施設づくりに学ぶ一本会12人が視察研修

　
矢
万
高
原
産
廃
処
分
場
を
止
め
る
会
は
、
理
事
会
の

決
定
の
基
づ
き
、
去
る
１
月
2
7
日
、
高
知
県
日
高
村
に

あ
る
公
益
法
人
「
エ
＝
サ
イ
ク
ル
高
知
」
の
エ
コ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　
県
内
で
発
生
し
た
産
廃

は
県
内
で
処
理
す
る
と
い

う
当
た
り
前
の
考
え
方
か

ｴｺｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ位�図
ノ

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
公
共
関

与
の
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式

に
よ
り
十
八
年
以
上
の
歳

月
を
か
け
開
業
に
至
っ
た

目
高
村
の
「
エ
＝
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
」
は
、
間
口

四
十
ｍ
、
奥
行
約
三
百
ｍ
、

深
さ
十
ｍ
の
大
気
や
地
下

水
、
騒
音
な
ど
の
環
境
に

配
慮
し
た
屋
根
付
の
管
理

型
最
終
処
分
場
で
あ
る
。

　
同
じ
管
理
型
で
あ
る
目

高
村
の
処
分
場
と
久
万
高

原
町
に
計
圃
さ
れ
て
い
る

Ｔ
Ｏ
社
の
処
分
場
を
比
較

し
て
み
る
。

久万高原産廃処分場を止める会
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埋
立
容
量
は
、
日
高
村

十
一
万
�
、
久
万
高
原
町

百
万
�
、
建
設
工
事
費
は
、

日
高
村
三
十
五
億
円
、
久

万
高
原
町
は
計
両
で
は
概

算
十
四
億
五
千
万
円
。
単

純
に
比
較
は
で
き
な
い

が
、
建
設
工
事
費
を
埋
立

容
量
で
割
っ
て
み
る
と
一

�
当
た
り
目
高
村
は
約
三

万
一
千
八
百
円
、
久
万
高

原
町
は
千
四
百
五
十
円
で

あ
る
。
埋
立
面
積
に
よ
る

几
ｍ
当
た
り
工
事
費
単
価

の
比
較
で
は
、
目
高
村
二

十
九
万
一
千
六
百
円
、
矢

万
高
原
町
四
万
八
千
三
百

円
と
な
る
。
日
高
村
は
屋

根
工
事
費
に
約
四
億
五
千

万
円
、
久
万
高
原
町
は
雨

水
集
排
水
設
備
工
事
費
と

し
て
七
千
五
百
万
円
を
予

定
し
て
い
る
。
視
察
対
応

し
て
い
た
だ
い
た
エ
コ
サ

イ
ク
ル
高
知
の
宮
地
専
務

理
事
に
よ
れ
ば
「
公
共
関

与
の
管
理
型
最
終
処
分
場

は
、
今
や
屋
根
付
が
主
流

に
な
っ
て
い
る
が
、
民
間

事
業
者
で
は
建
設
費
が
嵩

む
こ
と
か
ら
、
そ
こ
ま
で

す
る
事
業
者
は
い
な
い
の

で
は
な
い
か
」
と
の
こ
と

で
あ
る
。
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
一
般
廃
棄
物
は

市
町
村
に
処
理
責
任
が
あ

り
、
産
業
廃
棄
物
は
事
業

者
責
任
と
な
っ
て
い
る
。

私
見
で
あ
る
が
、
産
業
廃

棄
物
の
処
理
は
、
国
・
県

が
主
体
性
を
持
っ
て
取
り

組
む
べ
き
で
、
産
廃
最
終

く
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
…
」
と
発
言
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
一
般
廃
棄
物
と
産
業
廃
棄
物
を
な

ん
と
な
く
混
同
さ
せ
て
、
「
ど
こ
か
に
は
必
要
」
と
感

じ
さ
せ
る
推
進
業
者
の
常
套
手
段
の
見
本
で
す
。

　
１
月
2
7
目
、
止
め
る
会
理
事
は
、
高
知
の
管
理
型
最

終
処
分
場
の
視
察
に
行
き
ま
し
た
。
利
益
追
求
が
目
的

の
民
間
企
業
の
も
の
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
汚
染
物
質

の
管
理
体
制
と
誠
実
な
情
報
公
開
に
、
本
当
に
行
っ
て

よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
２
月
５
目
に
は
久
万
高
原
町
議
会
が
視
察
に
行
か

れ
る
よ
う
で
す
。
２
０
４
０
年
に
は
４
３
０
０
人
に
な

る
と
い
わ
れ
る
久
万
高
原
町
に
は
、
「
ど
の
よ
う
な
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
が
現
実
的
な
の
か
」
を
町
議
会

が
議
論
し
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
は
、
本
当
に

有
意
義
で
勇
気
あ
る
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

そ
の
結
果
、
愛
媛
県
の
目
指
し
て
い
る
循
環
型
社
会
の

雛
形
と
し
て
、
「
ゴ
ミ
Ｏ
の
街
づ
く
り
」
が
町
民
と
議

論
の
上
、
輿
論
と
し
て
合
意
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
を

確
信
し
て
い
ま
す
。

　
止
め
る
会
の
目
的
は
「
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
自

然
環
境
・
生
活
環
境
・
文
化
環
境
を
、
現
在
及
び
将
来

の
町
民
に
継
承
し
、
ま
っ
と
う
な
生
業
を
持
続
し
、
健

康
で
文
化
的
な
生
活
が
維
特
で
き
る
よ
う
、
産
業
廃
棄

物
処
分
場
等
の
設
置
を
止
め
る
た
め
の
諸
活
動
を
行

う
」
で
す
。
活
勤
の
目
的
が
自
己
保
身
で
は
な
く
、
汚

染
物
質
を
出
さ
な
い
社
会
づ
く
り
を
同
時
に
提
案
で
き

る
よ
う
、
久
万
高
原
町
・
町
議
会
に
働
き
か
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
（
事
務
局
長
　
鷲
野
宏
）
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講演会・総会

目時　3月９目18:00

場所　産業文化会館

循環のまちづくりを実践してい

る福岡県大木町の方に来ていた

だいてお話を聞き総会を持ちま

す。

処
分
場
は
、
利
益
が
最
優

先
さ
れ
る
民
間
事
業
者

が
、
環
境
へ
の
充
分
な
配

慮
に
欠
け
る
杜
撰
な
計
両

で
会
社
を
立
ち
上
げ
、
設

置
・
開
場
す
る
べ
き
で
は

な
い
。
日
高
村
の
視
察
に

よ
り
産
廃
処
理
も
責
任
の

持
て
る
行
政
が
行
政
責
任

で
行
う
べ
き
だ
と
痛
感
し

た
。

　
　
（
代
表
　
川
本
博
文
）
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1/22止める会第5回理事会日高村施設見学も

　
去
る
１
月
2
2
日
、
産
文

会
場
に
第
５
回
理
事
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
川
本
代
表
の
開
会

挨
拶
の
後
、
報
告
事
項
に

　
入
り
、
議
会
へ
の
陳
情

　
書
の
提
出
に
つ
い
て
、

　
豊
島
事
件
か
ら
愛
媛
の

　
ゴ
ミ
問
題
を
考
え
る
会

　
で
の
石
井
亨
さ
ん
の
講

　
演
の
要
旨
、
本
会
の
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に

　
向
け
た
取
り
組
み
、
高

　
知
県
の
情
勢
等
の
報
告

　
が
あ
り
ま
し
た
。

　
対
署
名
の

取
り
組
み

　
②
第
２
回

愛
媛
の
ゴ
ミ

　
問
題
を
考

え
る
意
見
交

　
換
会
へ
の
参

加
に
つ
い
て

　
③
高
知
県

日
高
村
「
エ
コ

　
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
」
の

　
視
察
に
つ
い

ご¬
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て
④
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑤
会
員
募
集
と
カ
ン
パ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

等
の
協
議
を
し
ま
し
た
。

①
と
⑤
は
特
に
力
を
入
れ

て
、
必
要
性
や
可
能
性
が

あ
れ
ば
地
域
で
チ
ー
ム
を

組
ん
で
取
り
組
み
、
最
初

の
反
対
署
名
を
上
回
る
署

名
・
入
会
を
獲
得
す
る
。

　
②
③
④
に
つ
い
て
は
本

紙
掲
載
の
通
り
で
す
。

　
処
理
場
は
作
ら
せ
た
ら

終
わ
り
だ
か
ら
今
こ
そ
。

「
エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
を

　
見
学
し
て
　
　
　
　
上
居
通
秀

　
県
内
で
発
生
し
た
産
業
廃
棄
物
は
県
内
で
処
理

す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
建
設
さ
れ
た
こ
の

施
設
は
、
三
坂
と
同
じ
仁
淀
川
水
系
に
位
置
し
、

計
圃
か
ら
完
成
す
る
ま
で
の
間
に
村
を
二
分
す
る

ほ
ど
の
激
し
い
議
論
の
末
に
1
8
年
の
歳
月
を
か
け

て
平
成
2
3
年
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ

け
に
安
全
安
心
面
に
配
慮
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い
施

設
で
あ
る
こ
と
は
実
感
で
き
た
が
、
適
正
揚
所
の

評
価
は
５
段
階
で
Ｃ
と
見
る
向
き
も
あ
る
。
蛇
紋

岩
と
い
う
風
化
し
や
す
く
地
滑
り
し
や
す
い
急
傾

斜
地
の
高
台
で
あ
る
こ
と
が
低
い
評
価
に
つ
な
が

っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
混
合
土
・
遮
水
シ
ー
ト
ー
不
織

布
・
保
護
土
を
使
っ
た
遮
水
工
で
あ
る
が
、
シ
ー

ト
の
耐
用
年
数
は
1
5
年
、
紫
外
線
で
早
ま
る
劣
化
、

屋
根
付
き
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
ゆ
え
漏
水
は

防
げ
る
か
。

　
処
分
場
の
深
さ
が
1
0
メ
ー
ト
ル
以
内
、
浅
い
こ

と
は
遮
水
工
が
完
璧
に
で
き
、
掘
り
返
し
て
の
修

繕
も
容
易
。
６
ヵ
所
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

が
完
備
、
毎
目
監
視
、
年
度
末
に
住
民
へ
公
表
し

て
い
る
。

　
中
央
構
造
線
近
く
に
あ
り
、
亀
裂
破
砕
が
あ
り
、

漏
水
が
心
配
さ
れ
る
三
坂
、
縦
の
遮
水
工
6
0
メ
ー

ト
ル
の
三
坂
、
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
容
積

の
三
坂
、
レ
ッ
グ
や
豊
島
の
二
の
舞
に
な
る
の
は

明
白
で
あ
る
と
感
じ
た
。

ホームページに

アクセスして

　　しばら＜停止して

いましたホームページ

を、最近更新し始めま

した。特に、山之内調

査役の継続的で多数箇

所の水質検査は、デー

タとともに、地図、写

真付きで、見応えのあ

るものになっていま

す。今目では、町外で

の調査活動に、ねぎら

いやお礼の言葉がある

そうです。宣伝もね。
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